
尼崎市自転車のまちづくり推進条例が施行されました。
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・自転車に係る課題解決とともに、自転車を

楽しんでいただくような魅力を創造するため

の計画を、有識者などの意見を聴きながら策

定し、自転車のまちづくりを推進します。

・自転車を安全かつ快適に利用するための環

境の整備を進めます。

身近な人とともに自転車の安全適正利用について理解を深

め、主体的に取り組むとともに、また、市と一緒になって

自転車のまちづくりを推進していただきます。

本市では、自転車が身近な交通手段として利用されています。一方、自転車関係の事故や盗難、駅前の放

置自転車の問題などが課題となる中、行政や市民、事業者等の取組により、状況は少しずつ改善されつつあ

ります。その取組を、より効果的に進めるとともに自転車の利用をまちの魅力にするため、条例を制定し、

平成２９年１０月１日に施行されました。

本市の特徴

①地理的特徴

②交通利便性

③コンパクトな都市機能

まちの魅力

・買い物しやすい ・健康に良い

・環境に優しい ・観光を楽しめる

まちの課題

・事故

・盗難

・放置
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境の整備を進めます。

・交通事故につながるような危険な自転車利

用をした者等に対し、自転車の安全適正利用

のために必要な指導を実施します。

・自転車の安全適正利用やメリットに関する

情報などを収集し、市民や事業者の皆様に発

信します。

①事業者、②学校や塾、スポーツクラブなどの教育事業者

等、③自転車小売業者等の皆さんには、従業員の皆さん

（②、③はそれぞれ児童、生徒等やお客さんにも）への自

転車の安全適正利用に関する啓発や、お客様等に迷惑駐輪

をさせないような措置を講じていただきます。また、市と

一緒になって自転車のまちづくりを推進していただきます。

「尼崎市自転車のまちづくり推進条例」の施行後は、

①道路交通法等違反のおそれがある行為や迷惑運

転をした自転車利用者

②自転車関連犯罪（盗難等）に遭うおそれがある

自転車利用者

③迷惑駐輪をした自転車利用者

④自転車の安全運転を阻害する行為をした自動車

ドライバー

⑤従業員への啓発責務を果たさない事業者、教育

事業者、自転車小売業者等

⑥児童等への啓発責務を果たさない教育事業者

⑦顧客への啓発責務を果たさない自転車小売業者

等

⑧迷惑駐輪防止措置を講じない事業者、教育事業

者、自転車小売業者等

①及び④については、市より指導を受ける

とともに、指導カードが手渡されます。

者、自転車小売業者等

は、市より指導を受けることになります。 等


